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令和7年12月7日、香川県直島町にある令和7年5月
31日に開館した直島新美術館への県外見学会に参加しま
した。

1 香川県直島とは
直島は、フェリーが発着する宮ノ浦、戦国時代の城下町
を原形とする本村、漁港の積浦の3つの集落があり、江戸
時代から海上交通の要所として栄え、当時を感じさせる町
並みと、現代アートが調和した瀬戸内海にある「アートの
島」として有名です。
直島が「アートの島」と呼ばれるようになった最初のきっ
かけは、瀬戸内海の島に世界中の子供たちが集える場を作
りたいとの思いを抱いていた福武書店（現ベネッセホール
ディングス）の福武哲彦社長（当時）と、直島に教育的な文
化エリアを開発したいとの夢を描いていた三宅親連直島町
長（当時）が1985年に出会ったことだと言われています。
そして、1989年に安藤忠雄氏が監修した「直島国際キャン
プ場」がオープンし、現在に至るまでに多くのアート施設・
作品が設置され、「アートの島」直島と呼ばれるようになり
ました。
なお、私自身初めての直島でしたが、草間彌生氏の作品
である「赤かぼちゃ」を始め、屋外に設置されているアー
ト作品の多さに圧倒されていました。

2 直島新美術館について
直島新美術館は、安藤忠雄氏の設計による直島で10番
目のアート施設となります。地下2階、地上1階からの3層
構造であり、敷地の高低差を巧みに利用し、緑豊かな直島
の景観に配慮され、丘の稜線をゆるやかにつなぐような大
きな屋根が特徴となっています。

また、「安藤建築」の代名詞であるコンクリート打ち放し
と、焼き杉を想起させる黒漆喰の外壁や小粒の川石を積ん
だスロープに沿った壁など、美術館のある本村エリアの建
築要素を取り入れた外観となっており、安藤忠雄氏の特徴
を表現しつつ周囲との調和を感じることができました。
さらに、美術館内にあるカフェではコーナーレスで前面
開放可能な多連引き戸が採用されており、室内からの視界
を遮ることなく、直島の自然や瀬戸内海の景色を楽しむこ
とができ、心安らぐ空間となっていました。

3 所感
見学会当日は快晴で海風も気持ち良い天気で、とても見
学日和な一日でした。
また、35名という大人数での開催となり、建築について
語りながら一緒に見学し、自己の見識を広げることができ
たので、とても実りのある見学会でした。
来年度も是非参加したいと思いました。

令和7年度県外見学会
「瀬戸内のアートを巡る  直島見学会」

広島支部　今井　将隆
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CPD認定プログラム（2～3月の広島県内実施分） 
2026年1月20日現在

日  時 プログラム名 単位 主　催 連絡先

2/15 H0402 実践建築設計2次元CAD技術（詳細図編） 5 高齢・障害・求職者雇用支援機構
広島支部広島職業能力開発促進センター 082-245-4338

2/17 実務講習会 6 日本建築協会中国支部 082-232-6471

2/18 中大規模木造設計セミナー（木造低コスト化編）DVD講習 4 広島県建築士会 082-244-6830

2/26 第一種電気工事士定期講習（広島市）2/26 6 電気工事技術講習センター 03-3435-0897

3/  4 既存住宅状況調査技術者講習（新規） 5 広島県建築士会 082-244-6830

3/  5 大規模修繕「修繕の心得」講習会（DVD講習） 3 広島県建築士会 082-244-6830

3/10 既存住宅状況調査技術者講習（更新） 2 広島県建築士会 082-244-6830

3/10 技術発表会（広島／オンライン） 3 空気調和・衛生工学会 03-5206-3600

3/12 監理技術者講習 6 広島県建築士会 082-244-6830

2026 年会費についてのお知らせ

「預金口座自動振替制度」をご利用いただいております皆様は、2026年度会費の収納につきまして、下記の様にご指
定の口座より引落をさせていただきます。
残高のご確認をお願い申し上げます。

勤務先でまとめて引き落としの手続きをされている場合は、人数分の金額となります。経理ご担当者様にご確認くださ
い。変更等がございましたら速やかにご連絡をお願いいたします。なお、この預金口座自動振替は、昨年度の口座引き
落とし対象者及び本年度の1月末までに書類をご提出いただきました会員の皆様が対象となります。

■引落日：2026年4月27日（月）

■金　額：12,000円
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表紙写真について
吹田市総合防災センター（DRC Suita）

●所 在 地／大阪府吹田市佐竹台1丁目6-3

●敷 地 面 積／3,863.55㎡

●建 築 面 積／2,355.94㎡

●延 床 面 積／16,809.97㎡

●構 造／コンクリート充填鋼管構造一部鉄骨造

●規 模／地下1階  地上10階

●設計・監理／株式会社あい設計

●施 工／鴻池・堀田  特定建設工事共同企業体

阪急南千里駅西側に位置する「吹田市総合防災センター（通称：DRC Suita）」は、北消
防署、北大阪消防指令センタ一、高度救助隊などの消防機能、土木部行政機能、教育セ
ンター機能及び市災害対策本部代替機能を有し、災害時は吹田市北部の災害活動拠点
となる複合施設である。
この施設は、免震構造の採用による構造的な安全性の確保と、2回線受電や72時間対
応の自家発電設備の設置など、大規模災害時にも機能維持が可能な施設である。
駅のホームから消防訓練エリアを直接見渡せるという立地を生かし、訓練エリアはでき
るだけオープンな構成とし、市民の防災意識や安心感の向上も目的のーっとなっている。
また、みどり豊かな千里ニュータウンに位置する施設として、周辺の環境との調和や景
観も意識し、建物正面の内部に縦型木製ルーバーを採用し、太陽光発電・高効率空調機・
昼光利用照明等環境にも配慮した。
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■ 指定確認検査機関 ■ 指定構造計算適合性判定機関 ■ 登録住宅性能評価機関

■ 登録建築物エネルギー消費性能判定機関 ■ 適合証明業務（フラット３５） ■ 長期使用構造等の確認業務

■ 住宅瑕疵担保責任保険業務

本社　〒730-0013　広島市中区八丁堀15-8-6F

TEL：082-836-3300　FAX：082-228-8201

東京支店：東京都千代田区神田富山町22-7F

URL　https://www.jesupport.jp/ 　e-mail：mail@jesupport.jp 福岡支店：福岡県福岡市中央区天神一丁目9-17-8F

「より早く・より親切に・より分かり易く」をモットーに
より確かなサービスを提供します

　　株式会社 ジェイ・イー・サポート

■ 建築物省エネルギー性能表示制度
 （BELS）評価業務

■ 調査診断業務
　　（遵法性調査、定期報告等）

12条点検は弊社におまかせください

中国エリアをすっぽりカバーしています中国エリアをすっぽりカバーしています

https://www.jutakuhosho.com/

合格の門出を祝うひととき
総合資格学院　令和7年度『合格祝賀会』

会員増強チーム　倉田まゆみ

2026年1月12日（月）、総合資格学院令和7年度『合格祝賀
会』がANAクラウンプラザホテルにて開催されました。私達
は広島県建築士会として8名が出席し、合格者の皆様にお祝
いを述べるとともに、建築士会への入会勧誘を行いました。
1級・2級建築士、宅地建物取引士、施工管理技士の合

格者41名、講師・来賓を含め総勢100名が出席され、盛大
な祝賀会となりました。なお、今年度の広島県の合格者は
一級59名、二級96名、木造2名でした。
建築士会のPRタイムでは、奥谷さん、金本さんがパワー

ポイントを使用し、各委員会の取り組みについて熱心に説
明されました。また、会の合間には総合資格学院の皆様に
もご協力をいただきながら、勧誘メンバーが一人ひとりに
丁寧な説明を行い、嬉しいことに建築士資格出席者35名
のうち、約8割にあたる27名の入会申し込みをいただくこ
とができました。昨年度は30名の入会がありました。
今年度もこのご縁を大切にし、歓迎の意を込めて青年委

員会や女性委員会のイベントへのお誘いを計画していま
す。少しでも活動に興味を持っていただき、次の一歩につ
なげたいと考えています。
祝賀会では、木村支店長様より「資格は財産です」とのお

話がありました。資格は生涯誇れるものであり、責任を伴
うと同時に自己の成長につながるものです。私自身も、生

徒の皆さんと同じく身の引き締まる思いで拝聴しました。
この「財産」をもって、今後一緒に活動していきたいと思

います。皆様、引き続きどうぞよろしくお願いいたします。

合格祝賀会　集合写真

建築士会メンバーでPRしてきました。
右は、PPTで説明する奥谷さん。
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松江白潟まちづくり講演会、見学会
まちづくり委員会　廣田　昌治

去る12月13日㈯に日本都市計画学会中四国支部と広島

県建築士会まちづくり委員会が主催で「地域のみんなでつ

くり込んでいく　まつえ白潟のまちづくりのみちのりの

話を聞いて、まちを見学しよう。」を開催しました。参加者

は40名、そのうち、建築士会会員は広島県から5名、岡山

県や島根県の建築士会からも10名参加いただきました。

以前より交流のあった島根県まちづくり委員会・島根

県建築士会　会長の坪倉菜水さんの地元松江白潟でのま

ちづくり活動を全国大会や全国まちづくり会議で伺って、

その活発な活動内容をより詳しく知り、現地を見てみたい

との思いで企画しました。

最初の講演は「まちづ

くりの道のり」を株式会

社まつくる　代表取締

役社長　中尾禎仁さん

にお聞きました。松江

城の城下町である白潟

地区は、町人や船による

運送業による商業の街

として栄えており、松

江市の中心で歴史的建造物も多く残っており、松江城や宍

道湖にも近い便利で風光明媚なところながら、空き店舗、

空き家も多い地域になっていたため、かつての賑わいを取

り戻し「稼ぐ力のあるまちの復活」を目指し、まちづくり

をスタートされました。

まず「旦那衆」と呼ばれる地域の銀行や放送局をまき込

み、資金面の確保をされている。やはり活動資金がないと

継続できない、そこをしっかり担保されていることに感

心しました。そのうえで各メンバーが「やってみたい事を

やってみる」を目標に土曜夜市の復活や、街から街へ二次

交通「レンタル　トゥクトゥク」の整備、アプリ「まつプ

リ」の立ち上げ、街のカラーコードづくりなどを実施され、

やがて温泉施設オープンや都市再生機推進法人認定に繋

がってきたとのこと。

将来的には新たなマンション開発などに対する街づく

りの審査機関としての役割も果たしたいそうです。この

ような活動を、白潟を起点に松江全体に広げて行きたいと

のことでした。

続いて「ないものをつ

くる…私たちのエリアビ

ジョン」をコクーン設計

舎の代表　坪倉菜水さん

に伺いました。「街、人を

シェアする」をキーワード

に自らの投資で古いテナ

ントをリノベーションし、

営業して賑わいをつくり、

次のオーナーに貸す・譲る…「転貸」をされています。業態

が違ってもそこが自然と人が集まる拠点に変わっていくと

のこと。スタッフが「何をやりたいか？」をシンプルに目標

にし、全員がしたい事をただただまっすぐやってみたそう

です。その85％が実現出来き、次のフェーズに移行して、「次

のやりたい」を話し合っているそうです。「街づくりをやる

事で、誰かがやっている事も自分がやっとることに思えてく

る」坪倉さんのこの言葉に白潟への愛があふれていました。

そのあと、日が暮れるまでライトアップされた町を松江

まちづくり協議会の伊藤千恵さんに案内していただきま

した。宍道湖へ流れ込む川のそばで倉敷の美観地区に似

た町並みは、古い建物とデザインされたリノベーションが

混在した散策してみたくなる魅力的な街でした。

高い次元でのまちづくり活動をされている松江・白潟の

皆さまに改めて敬意を表します。ありがとうございました。

中尾禎仁さん

坪倉菜水さん
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